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証した。「はじめに」に続いて、第 l 章研究史・研究の方法、第 2 章日本人移民史- r渡米」から「排日」まで一、
第 3 章初期移民渡米期の「菜」、第 4 章移民渡米全盛期の「菜」、第 5 章排日対応期の「菜」、第 6 章「菜」に何を読













































































第 2 章では、明治期以来の日本人の移民史を、 (1)初期移民渡米期、 (2)移民渡米全盛期、 (3)排日対応期という 3 つの
時期にわけ、それぞれの時期の特徴を、日米文化交渉史の文脈の中で概観している o












第 5 章では、排日対応期の移民活動の問題点がテーマとなっている。 1924年に制定された排日移民法を頂点とする
アメリカ側の日本人移民制限政策により、上述の移民の全盛期が衰退して L、く歴史的な状況が語られ、具体的なケー
ス・スタディとして、ハワイに渡った牧師で、ホノルルの日本人学校の創設者でもあった奥村多喜衛の出した、排日
移民政策に対する対応のパンフレットが、取り扱われている。奥村の『排日珠防の菜』が、移民への反対圧力に対応
するために、アメリカ文化への適応と同化を説きつつも、日本人としての伝統の維持という点で、大きな問題が生じ
てこざるを得なかった点を指摘している。
この論文は、従来省みられることのなかった、移民のためのパンフレットである「菜」を分析の対象にしつつ、明
治以降排日移民法による衰退期までの対米移民の実相を記述し分析を加えたものである o 日本人の移民研究としては、
一部の例外を除いて、日本語の文献や記録を基礎資料とするものは少なく、アメリカの側からのものが多いので・ある
一 1010-
が、この研究は、和歌山、横浜、ハワイなど移民送出及び受け入れの土地で独自に発掘した資料を駆使しつつ、新た
な移民史の一局面を開いたという点に独創的なところがあり、博士(言語文化学)の学位論文として十分に価値ある
ものと判断する。
一 1011-
